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２０２３年(令和５年)度 事業報告書 

２０２３年１月１日～２０２３年１２月３１日          

特定非営利活動法人 Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒ 

 

１ 事業実施の概略 

特定非営利活動法人Ｅａｒｔｈ ａｓ Ｍｏｔｈｅｒは、「全ての人と自然と共に生きる」事を 

基本とした「生活様式」を６つの理念を基に構築し、未来の子ども達に心も身体も健康に笑顔で 

暮らせる地球を渡していく事を目的とし設立。 

 社会、人間が抱える諸問題として、環境破壊、心身破壊が有り、地球の再構築が必要と考える 

為、具体的な取組として２００９年から愛知県豊田市や犬山市羽黒や岡崎市幸田にて活動を開始。 

２０１０年からは、豊田市藤岡・下川口・池島町でビオトープや冬水田んぼも始め、生き物が集ま

った自然耕が出来、農業が始まり、２０１６年からは豊田市藤岡・猿投町が中心、２０１９年から

は日進市での農業と福祉の構築を始めた。名古屋市、豊田市、日進市を中心として活動。 

 

２０２３年度は定款にある７項目の事業を実施。他団体交流では、中京大学とイベント協働事業、

愛知県立大学からインターンシップ受入れを継続。地球規模の気象異常の中、日本でも最高気温 

４０℃以上の酷暑日が続いたが、環境イベントでは夏に圃場での生き物調査を実施。食育からの 

食事提供も熱中症対策を考慮。福祉では、親育勉強会を初めて開催。食農事業では、圃場全般の 

整備、土づくりを実施。また１１月上旬まで猛暑となり農作物の収穫に大きな影響を受けた。食農

イベントでは稲刈りを実施。他に農事ボランティアにおいては、継続しての参加者が増加。完全オ

ーガニックの作物作りの理解が進んだと考察する。生活困窮者等就労準備支援事業では、日進市の

委託を受け事業所を開設、地域福祉課と協働して引きもり等支援の交流会を開催。食育推進事業で

は、農林水産省消費・安全対策交付金（愛知県 地域での食育推進事業）の助成を受け、教育ファ

ーム検討委員会、シンポジウム、伝統料理講座を実施。伝統料理講座では、鬼まんじゅう作りで 

里芋を使い、参加者よりその意外性が好評を得た。年末には、『食農感謝祭』を豊田市猿投町当会 

圃場内にて初開催。にっしん市民まつり等に出店参加し五平餅を販売。市民農園事業継続、土づく

り、野菜づくり青空交流会を開催。委託事業として、日進アグリスクール「米作り体験コース」 

「にっしんサトイモおはぎ創りコース」を開催。米作りコース最終回ではリース作りを実施、最後

まで子供も積極的に参加。また日進市内小学校「サツマイモを育てる」体験授業を担当。 

 

豊田市藤岡、猿投地区、日進市の田畑では、農業後継者が激減していく中、遊休農地や耕作放棄 

地が増えた問題や国内自給率が低い等の課題を踏まえ、地産地消を促す有機循環自然農法を実践し、

自然との共生の大切さ、生命を育む尊さを活動を通じて伝え、安心安全な農薬、除草剤、化学肥料

不使用の完全オーガニック氣力野菜、氣力米を作り、ボランティアを受入れて親子や一般参加者が

農業に関わる環境の提供を継続的に行っている。 

健康で持続可能な地域社会を基盤とするコミュニティ構築を形成出来る様に活動を推進し、愛知

県本部より岐阜県、三重県、千葉県、兵庫県、青森県等の県外にも理念の普及啓発とマザリーアー

スプロジェクトの賛同実践者を増やし、会員増強に努める。 
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各事業の具体的な内容としては、定款の目的を達成するため、次の事業を実施する。 

① ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業。 

② 自然再生と環境の保全活動を支援する事業。 

③ 保健、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業。 

④ 資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業。 

⑤ 生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業。 

⑥ 食育を推進する事業。 

⑦ 農作業の付帯業務・請負及び農具・土壌改良資材の製造、販売事業。 

⑧ その他この法人の目的を達成するために必要な事業。 

 

 

【① ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業】 

事業の成果 

 ＷＥＢシステム利用による情報発信、活動紹介パネルの展示（豊田市役所、とよた市民活動 

センター、にっしんわいわいフェスティバル）、中京大学今井ゼミとの協働事業、愛知県立大学

学生インターンシップを通じ団体交流を行った。 

 

（ア）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／ＷＥＢシステム」 

事業内容 

  ＷＥＢシステム利用の活動はメール配信にてイベント、セミナー、ボランティア等の発信。 

 会員以外の方への情報発信は、Facebookや「とよたまちさとミライ塾＋（プラス）」のサイト 

で応募を実施。 

豊田市の公的広報「とよた市民活動センター」のＨＰ、「東海農政局食育メールマガジン」、 

愛知県「食育ネットあいち」のメールマガジン等にイベント情報を掲載。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A) 当該事業の 

実施日時 

(B) 当該事業の実

施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス 

テム利用によ

る異業種産業

情報・交流を

支援する事業 

（ＷＥＢ 

システム） 

メール配信、公的な

広報等にてイベン

ト、セミナー、ボラン

ティア等の発信を行

う 

(A)2023年(R5) 

1月1日～ 

12月31日 

(B)当会事務所等 

(C)24人 

  （2回/月） 

(D)会員、一般 

県民市民 

(E)不特定多数 

      0円 
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（２）総費用（無償ボランティア ２４人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

年間を通じてコンスタントに情報配信が出来た。 

より多くの方々へ広報が出来る様に関係機関との連携等を深めていく。 

 

（イ）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／他団体交流」 

事業内容 

「豊田市役所団体活動紹介展示」にてパネル展示を実施。 

パネルにてテーマ、理念や活動内容などを紹介。９月３日弁当の日上映会の告知を実施。 

豊田市内の不特性多数の市民へＰＲを行う。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（他団体交流） 

豊田市役所団体活動

紹介展示にてパネル

展示を行う 

(A)2023年(R5) 

8月1日11:30～

8月31日16:00 

(B)豊田市役所 

(C)2人 

(D)豊田市民等 

(E)不特定多数 

     0円 

（２）総費用（無償ボランティア ２人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

昨年の豊田市中央図書館に引き続き、公共施設での展示は今回で２回目となる。 

指定されたスペースで効果的なＰＲしていく事難しく感じた。手作りの物などを掲示する等 

魅力的な展示方法を検討する。 
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（ウ）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／他団体交流」 

事業内容 

 「とよた市民活動センター団体活動紹介展示」にてパネル展示を実施。   

活動理念、テーマや活動内容などを紹介。豊田市内の不特性多数の市民へＰＲを行う。 

（１） 開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（他団体交流） 

とよた市民活動セン

ター団体活動紹介展

示にてパネル展示を

行う 

(A)2023年(R5) 

10月4日19:00

～2024年(R6) 

3月31日19:00 

(B)とよた市民活

動センター 

(C)2人 

(D)豊田市民等 

(E)不特定多数 

     0円 

（２）総費用（無償ボランティア ２人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

今回も限られたスペースで良いＰＲしていくのは、難しいと感じる。注目される様な 

  魅力的な展示方法を検討する。 
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（エ）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／他団体交流」 

事業内容 

 「にっしんわいわいフェスティバル２０２３」にてパネル展示を実施。   

日進アグリスクールの活動パネル展示や当会の活動紹介、ボランティア募集、チラシ配布等 

啓発活動を実施。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（他団体交流） 

にっしんわいわいフ

ェスティバル２０２

３にて日進アグリス

クール活動紹介を行

う 

(A)2023年(R5) 

7月1日 

10:00～15:30 

(B)日進市民会館 

(C)3人 

(D)日進市民等 

(E)不特定多数 

     0円 

（２）総費用（無償ボランティア ３人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

来場者数は前回より増加状況だった。体験型のブース出展であれば啓発できる機会も増加 

出来ると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／他団体交流」 

事業内容 

 「走れ！探せ！草抜きバトル」を開催。  

昨年度に開催した除草のイベントを、今年度担当になった今井ゼミの３年生５名が中心 

となり改訂して実施。昨年は雨天で順延した事で参加者が減少したが、今年は、好天に恵 
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まれた事、５月１４日(日)の日進アグリスクール米づくり体験コース内で企画のチラシを 

配布、受講生に案内した事が功を奏し、過去のアグリスクール参加者やその友人（Ｌａ Ｃ  

Ｌｏ生）の参加により、１１世帯３１人の参加があった。「障害物リレー」「草抜きバトル」 

の２つの競技を通じて、米づくりの裏側や、お米や農に関する知識を楽しみながら知る機会 

になり、子どもだけで無く保護者も積極的に参加した場になり、参加者の評価は高かった。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（他団体交流） 

中京大学今井ゼミ「走

れ！探せ！草抜きバ

トル」の協働事業（日

進アグリスクール米

づくり体験コースの

オプション企画） 

(A)2023年(R5） 

7月2日 

9:30～12:00  

(B)日進市米野木 

町当会圃場 

(C)21人 

(D)日進アグリ 

スクール米

づくり体験

コース参加

者 、Ｌａ Ｃ 

Ｌo関係者 

(E)31人 

        0円 

(２）総費用（無償ボランティア ２１人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

(３）収益        

総合計          ０円 

(内訳） 

(４）反省点・改善ポイント 

(今井ゼミ内での学生の振り返り） 

ゲーム性を強くし過ぎ、草抜きの趣旨が伝わりにくくなった。 

子どもたちへの声かけが不十分だった為、１家族に１スタッフ付ける事が課題。 

 

  

 

 

 

 

 

 

（カ）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／他団体交流」 

事業内容 

ぐるぐるＮＩＳＳＨＩＮまちミル博覧会「わくわく！いなさく！すごろく！」を開催。 

７月に行った「走れ！探せ！草抜きバトル」に続き、今井ゼミの３年生５名が中心となり、 
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  ぐるぐるＮＩＳＳＨＩＮまちミル博覧会のプログラムとして実施。当法人は協力という形で 

  携わり、当日は８家族が参加した。田圃２枚全体使ったすごろくで、参加者の方自身が駒に 

なって進む大きなリアルすごろくのマスには、お米に関する説明や知識がちりばめられて 

おり、楽しみながら、お米に関する知識を身に付けて頂ける機会となった。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス 

テ ム 利 用 に 

よ る 異 業 種 

産業情報・交

流 を 支 援 す 

る事業。 

（他団体交流） 

「わくわく！いな 

く！すごろく！」、 

ぐるぐるＮＩＳＳ

ＨＩＮまちミル博

覧会 (中京大学 

今井ゼミ)支援 

(A)2023年(R5） 

10月14日 

9:30～12:30  

(B)日進市米野木 

町圃場当会圃

場 

(C)21人 

(D)一般市民 

(E)30人 

 

         0円 

（２）総費用（無償ボランティア ２１人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計          ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

  （今井ゼミ内での学生の振り返り） 

サイコロの目が大きいと早く終わってしまう為、２回戦は改良。 

シミュレーションが不足。得点のバランスを考慮し、来年度以降も継続的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／国際交流」 

事業内容 

   岡崎市の生き活きコミュニティ国際交流は、本年度も中止。 

※ 国際交流事業は、国際交流室長の１人がおかざきニュースを発行し、国際交流支援を 

  長年開催されており共働にて実施。 
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（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（国際交流） 

りぶらまつり 

２０２３ 

 

開催中止 

(A)2023年(R5) 

8月19日 

(B)岡崎市図書館 

交流プラザ 

(C)0人 

(D)岡崎市、 

その他 

一般市民 

(E)0人 

         0円 

(２）総費用（無償ボランティア ０人） 

総合計       ０円 

(内訳） 

 (３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

 

 

（ク）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／その他」 

事業内容 

    その他として、Ｉ－ＴＥＮ(株)様の経営と従業員に対しての相談指導。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシステ

ム利用による

異業種産業情

報・交流を支

援する事業。 

（その他) 

会社の経営と 

従業員に対しての 

相談指導 

(A)月１回 

(B)事務所又は 

リモート 

(C)24人 

(D)会員対象 

(E)１人 

        0円 

(２）総費用（無償ボランティア ２４人） 

総合計          ０円 

(内訳） 
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(３）収益 

総合計    ６００，０００円 

(内訳） 

・Ｉ-ＴＥＮ㈱ 顧問料 ６００，０００円 

 

（ケ）「①ＷＥＢシステム利用による異業種産業情報・交流を支援する事業／その他」 

事業内容 

   愛知県立大学より学生がインターンシップとして、令和４・５年度農林水産省消費・安全 

対策交付金事業、愛知県地域での食育の推進事業の食と農業に関するシンポジウムや、教育 

ファーム検討委員会、日進市アグリスクール米作り体験コース、6次産業体験コースへ参加。 

企画や準備内容を学び、参加者との交流を図る等キャリア教育の一環として参加し、愛知県 

立大学のインターンシップ事業においては優良事例として推薦される。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

(農林水産省、消費・ 

  安全対策交付金) 

令和４年度  

第４回教育ファーム

検討委員会 

(A)2023年(R5) 

   1月26日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C)4人 

 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)2人 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

(農林水産省、消費・

安全対策交付金) 

令和４年度  

第５回教育ファーム

検討委員会 

(A)2023年(R5) 

2月23日 

10:00～11:00 

(B)日進市民会館 

(C)4人 

 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)2人 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

(農林水産省、消費・

安全対策交付金) 

令和５年度  

第１回教育ファーム

検討委員会 

(A)2023年(R5) 

   11月28日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C)3人 

 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)1人 

 

         0円 
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（その他） 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

(農林水産省、消費・

安全対策交付金) 

令和５年度  

第２回教育ファーム

検討委員会 

(A)2023年(R5) 

12月19日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C)3人 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)1人 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

(農林水産省、愛知 

県地域での食育の推 

進事業) 

「未来へつなぐ食生 

活と農業に関するシ 

ンポジウム２０２３ 

inにっしん」として 

映画上映、講演会、 

パネルディスカッシ 

ョンを実施 

(A)2023年(R5) 

 2月23日 

13:00～16:45 

(B)日進市民会館 

小ホール 

(C)14人 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)2人 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

米作り体験コース 

生き物観察、ビン 

ゴ、どろリンピック 

(A)2023年(R5) 

7月30日 

(B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)6名 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)3人 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

米作り体験コース 

峰のむらさきの 

稲刈りとはざがけ。 

(A)2023年(R5) 

9月10日 

(B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)5人 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)2人 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

にっしんアグリ 

スクール 

米作り体験コース 

峰のむらさきの 

足踏み脱穀。 

わらリンピック 

(A) 2023年(R5) 

9月23日 

(B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)6名 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)1人 

         0円 
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（その他） 準備 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

米作り体験コース 

峰のむらさきの 

足踏み脱穀。 

わらリンピック 

(A)2023年(R5) 

9月24日 

(B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)6名 

 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)2人 

         0円 

 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

米作り体験コース 

もみすり・工作と試 

食 

(A)2023年(R5) 

10月29日 

(B)日進市役所 

(C)7名 

 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)2人 

         0円 

 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

にっしんサトイモ 

おはぎ創りコース畑

づくり、植え付け 

管理作業 

(A)2023年(R5) 

7月16日 

(B)日進市本郷町当

会圃場 

(C)4人 

 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)3人 

         0円 

 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

にっしんサトイモ 

おはぎ創りコース 

管理作業 

(A)2023年(R5) 

8月27日 

(B)日進市本郷町当

会圃場 

(C)4人 

 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)1人 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

にっしんサトイモ 

おはぎ創りコース 

収穫、試食準備 

(A)2023年(R5) 

10月21日 

(B)日進市当会圃場 

(C)2人 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)1人 

         0円 
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①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

にっしんサトイモ 

おはぎ創りコース 

収穫、試食 

(A)2023年(R5) 

 10月22日 

(B)日進市当会圃場 

(C)6人 

(D)愛知県立大 

学生徒 

 (E)3人 

         0円 

①ＷＥＢシス

テム利用に

よる異業種

産業情報・交

流を支援す

る事業。 

（その他） 

にっしんアグリ 

スクール 

にっしんサトイモお 

はぎ創りコース 

食品加工講座 

（おはぎづくり） 

(A)2023年(R5) 

11月5日 

(B)日進市民会館 

(C)6名 

(D)愛知県立大 

学生徒 

(E)4人 

         0円 

(２）総費用（無償ボランティア ８０人） 

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

令和２年度から継続して、愛知県立大学のインターンシップ生の受け入れを行う機会を得た。 

インターンシップ生にとっても企画、コミュニケーションの必要性など学ぶ良い体験の場と 

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【② 自然再生と環境の保全活動を支援する事業】         ※ 講師等役職名前は敬称略 

事業の成果    

自然再生と環境の保全活動を支援する事業は、環境セミナーとしてマザリーアースプロ 

ジェクトセミナーを開催。環境イベントとしては、毎年恒例の田んぼの生き物調査を実施。 

豊田市の環境保全型農業直接支払交付金は継続して受ける。寺子屋ものづくりは、イベントの

出展内容の変更等もあり実施せず。 
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（ア）「②自然再生と環境の保全活動を支援する事業／環境セミナー」 

事業内容 

本年度も、総会後にマザリーアースプロジェクトセミナーを開催し、愛知の各事業部と青森、 

千葉、岐阜、三重、兵庫各支部、東京エリアの活動発表を行った。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と環境

の保全活動を支

援する事業 

（環境セミナー） 

マザリーアース 

プロジェクトセミ

ナーを開催 

各エリア、支部活

動発表 

(A)2023年(R5) 

3月25日 

13:30～16:30 

(B)ウィルあいち 

 セミナー 

ルーム 1,2 

(C)10人 

(D)会員・一般 

(E)36人 

      0円 

（２）総費用（無償ボランティア １０人） 

総合計    ０円 

（内訳） 

（３）収益        

総合計    ０円 

(内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

支部への連絡が遅かった。未確定な部分も含め、予定として連絡をする。 

  当日の段取りが十分でなく、不測の状況を考え、活動発表時間等も見直す。 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）「②自然再生と環境の保全活動を支援する事業／環境イベント」 

事業内容 

年４回の豊田市での主たるイベント第２回目のとよたまちさとミライ塾＋（プラス）のプ 

  ログラム『自然と共生する田んぼで生き物みっけ♬』と題して開催。大人も子供も自然の中で 

生き物と共生している事を学ぶイベントとなった。自然あふれる完全オーガニック（農薬、 
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化学肥料、除草剤不使用）の安心・安全な圃場にて、子どもたちがカエルやザリガニなど 

種々の生き物を探し、楽しく駆け回り、またスイカ割りも行った。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と環境

の保全活動を支

援する事業 

(環境イベント) 

第１回 

環境イベント 

『自然と共生する 

田んぼで生き物み 

っけ』を開催 

(A)2023年(R5) 

8月6日 

9:30～13:00 

(B)豊田市猿投 

棒の手会館裏 

当会圃場 

(C)11人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E)33人 

1,450円 

（２）総費用（無償ボランティア １１人） 

総合計     １，４５０円  

（内訳） 

・賃借料     ４００円     ・保険料    １，０５０円 

（３）収益 

総合計   ２４，８００円 

(内訳） 

参加費 

・大人（高校生以上）   ２１，６００円（１，２００円×１８人） 

・小中学生         １，０００円（   ２００円× ５人） 

・未就学児             ０円（    ０円× ５人） 

・スタッフ          ２，２００円（  ２００円×１１人） 

(４）反省点・改善ポイント 

生き物調査については、コロナ禍も収まり親子が多くなった。 

集客についてはＤＭ中心に行う事でリピートの告知が必要。スタッフももっと大人数に対応 

出来る様に今後増やしていく。参加者には、生物多様性について良い学びが出来た。 
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（ウ）「②自然再生と環境の保全活動を支援する事業／環境保全」 

事業内容 

生物多様性保全や自然循環機能を維持・増進する効果の高い有機循環自然農法実践の為、 

  環境保全型農業直接支払交付金を豊田市農政課へ申請。 

※  環境保全型農業直接支払交付金：地球温暖化防止対策や生物多様性の保全に効果の高い 

   営農活動に対し、支援金を交付する制度。「化学肥料・化学合成農薬を各地域の慣行から 

原則５割以上低減」し、かつ「地球温暖化防止や生物多様性保全等に効果の高い営農活動」 

または「有機農業」に取り組む農業者団体を支援。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と環

境の保全活動

を支援する事

業 

(環境保全) 

環境保全型農業直接

支払交付金 

(A)2023年(R5) 

(B)豊田市内圃場 

(C)11人 

(D) ― 

(E) ― 

    0円 

（２）総費用（無償ボランティア １１人）         

総合計         ０円 

(内訳） 

（３）収益 

総合計   １１７，６０３円 

(内訳） 

 ・環境保全型農業直接支援対策事業補助金  １１７，６０３円 

(４）反省点・改善ポイント 

申請担当者が体調不良で対応出来ず、別スタッフが引継ぐ形になったが申請方法が分から 

ず苦労した。食育・食農事業部内での共有が必要。 

 

（エ）「②自然再生と環境の保全活動を支援する事業／寺子屋ものづくり」 

事業内容 

にっしんわいわいフェスティバル2023にて、日進市のマスコット「ニッシーをつくろう」 

  の出展を検討したが、日進アグリスクール活動紹介に変更。 

（１）開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と

環境の保全

活動を支援

する事業 

(寺子屋 

ものづくり) 

日進アグリスクール

活動紹介に変更 

(A)2023年(R5) 

7月1日 

10:00～15:30 

(B)日進市民会館 

(C)0人 

(D)日進市民等 

(E)0人 

     0円 

（２）総費用（無償ボランティア ０人）         

総合計       ０円 

(内訳） 

（３）収益        

総合計       ０円 

(内訳） 

 

（オ）「②自然再生と環境の保全活動を支援する事業／寺子屋ものづくり」 

事業内容 

寺子屋ものづくり事業部は、県のテーマパークであるモリコロパークにて、秋まつり 

「モリゾー、キッコロをハサミ一本で作る粘土教室」の出展について春まつりのイベント 

視察の結果を元に検討し不参加。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

②自然再生と 

環境の保全 

活動を支援 

する事業 

(寺子屋 

ものづくり) 

モリコロパーク 

秋まつり 

ハサミ１本で作る 

モリゾー、キッコロ

の粘土教室 

(A)2023年(R5) 

9月30日 

10月１日 

   モリコロ 

パーク 

(C)0人 

(D)愛知県内外 

 一般、会員 

(A) 0人 

        0円 

（２）総費用（無償ボランティア ０人） 

総合計      ０円 

(内訳） 
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（３）収益        

総合計      ０円 

(内訳） 

 

 

【③保健、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業】  ※ 講師等役職名前は敬称略 

 事業の成果 

心の学校メンタルヘルスのワークショップは、心のあり方やものの見方考え方について悩み 

を抱えている方、人との調和や会社の方針に疑問を持った方、心身に病のある方等を対象として、 

物事の考え方、言葉の使い方、生き方を変える事で「プラス思考」に言葉遣いを変えていく事で、 

人生観が変われる生き方を指導。物事の考え方を変えるだけで、悩みが解消されて心の問題が 

解決に変わっていく。解決に向けての必要な取組になる事を事例やマンダラ思考を通して自己 

改革自己啓発の仕方を指導。 

ワークショップ形式セミナーを愛知で開催してきたが、今年度も講師である山本理事長の 

体調不良により中止。福祉としては、今回初めて親育勉強会を開催。 

 

（ア）「③保健、医療、老人福祉及び健康促進事業を支援する事業／福祉」 

事業内容 

 通常総会、マザリーアースプロジェクトセミナー後に、黒田忠晃理事を講師として親育 

勉強会を開催。講師の、教育を変えないといけないという想い、親の子どもに対してのあり 

方、社会人基礎力、意識調査の現状についての話、また後半は数名のグループに分かれて 

ワークショップを行う。私たち自身の在り方、主体性、考える力、コミュニケーション力に 

ついて学ぶ機会となった。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

③保険、医療、

老人福祉及

び健康促進

事業を支援

する事業 

（福祉） 

親育勉強会を開催 (A)2023年(R5) 

3月25日 

18:30～20:30 

(B)ウィルあいち 

セミナー 

ルーム 1,2 

(C)10人 

(D)会員・一般 

(E)29人 

37,712円 

（２）総費用（無償ボランティア １０人） 

総合計       ３７，７１２円 
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（内訳） 

・仕入高ＮＰＯ   ２８，５１２円     ・賃借料    ９，２００円 

（３) 収益  

総合計        ４７，５００円 

（内訳） 

参加費 

・大人      ４６，５００円（１，５００円×３１人） 

・小中学生     １，０００円（１，０００円× １人） 

（４）反省点・改善ポイント 

勉強会の内容を決めるのが開催直前となり、今後は早めに計画を立てて進める。 

ワークショップを通じて他支部の会員同士で共同、共有の機会を得た。他の事業でも工夫して 

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業】 

 ※ 講師等役職名前は敬称略 

事業の成果 

 農事食農活動は「心の学校の課外授業」として位置付けられ、マザリーアースファームで年 

２回の食農イベントを開催。 

１回目は親子で楽しむ素手での田植え体験を予定していたが雨天で中止し、会員スタッフで 

 実施完了。２回目は天気にも恵まれ、稲刈りと五平餅づくり体験を「とよたまちさとミライ塾 

＋（プラス）」のプログラムの一つとして実施。 

食農農事活動を通じて豊田市猿投町別所と藤岡飯野町の圃場で、障がいを伴う方々（自閉症、 

知的障害、発達障害等）、うつ病、生活困窮者、被保護者の方々や岐阜支部東濃エリア（土岐市） 

からも受入れ、就労準備支援や訓練の場として使用。日進市本郷町、米野木町圃場でも同様に 

「いくるばにっしん」就労準備支援の利用者が体力向上や社会へつながる一歩として活用。 

当会の目指す地域共生社会づくりの一環として行政各機関との協働、市民や会員活動の共働 

共生を目指し、有機循環自然農法（農薬、化学肥料、除草剤不使用）完全オーガニックの安心 

安全な作物作りを重きに置き実践。 

コロナ禍を経て、心身の不調や生活習慣病の問題、食の安心安全への不安や食料の安全保障 

と食料危機が叫ばれる中、生産者や農家担い手不足による耕作放棄地や遊休農地等による農地 

荒廃や解消対策を有機循環自然農法の啓発と普及を会員や一般者、学生を含むボランティアに 

向けての実践指導。 

完全オーガニックのお米や野菜は安心して食せるだけでなく、栄養的にも優れ安全で健康維 
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持増進に役立ち、野菜本来の風味が美味しいと親も子どもたちも喜ぶ食材である。 

この様な農産物や食材のお米や野菜を提供出来る食農イベントで、様々な体験を通じた食の 

大切さを伝える機会を増やし、心身共に健康で持続可能なコミュニティと地域社会の再生を促 

進し、半農半就の環境保全型農業を実践する事で生態系や生物多様性に関心を持ち、自然の恵 

み感謝し、生き物や自然と共生する心を育み、人と人とが共に助け合う互助の精神で農業と福 

祉を基盤とする自給圏経済のコミュニティ構築を目指して実践実行中。 

今年度も企業ボランティアの安城市の東和精機株式会社のＣＳＲ活動による農事支援、農業 

 ボランティア、企業や会員へ日頃の感謝の意を込めて、食農感謝祭への招待案内。長年蓄積した 

経験とノウハウによるコミュニティ構築活動は、意義のある充実した活動の一年となった。 

  有事において、食糧危機や災害時に生き残る為には自然の叡智と智恵から学び、自然と共生し 

 人が優しく寄り添い共生する愛に満ちたコミュニティを構築する事が必要。大人である私たち 

が使命感を持って実践実行し、次世代を担う子どもたちや若い世代、学生ボランティアを積極的 

に受け入れ６つの活動理念の共有をしていく。 

 

（ア）「④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業／農事事業」 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者の

範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④資源循環型・

環境保全型

経済を推進

するコミュ

ニティの構

築事業 

（農事事業） 

自動車等修善費 

自動車保険 

集落協定 

(A)2023年(R5) 

1月1日～ 

12月31日 

(B) ― 

(C) ― 

(D) ― 

(E) ― 

  237,023円 

(２）総費用 

総合計    ２３７，０２３円 

(内訳） 

・修繕費    ７４，７７８円    ・賃借料    ２５，０００円 

・保険料   １０３，２８０円    ・租税公課   ３３，８００円 

・支払手数料     １６５円 

(３）収益 

総合計     ２２，９００円 

(内訳） 

・農事事業部集落協定       １０，９００円 
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 ・猿投寮不要物売却（鉄くず業者） １２，０００円 

 

（ア）「④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業／食農イベント」 

事業内容  

「第１回食農イベント 田植え」 

降雨の為、開催を中止。 

「第２回食農イベント 稲刈り（とよたまちさとミライ塾＋（プラス）」を開催 

第２回食農・食育イベントを「昔ながらの稲刈り体験と完全オーガニックのお米、お味噌を 

使った五平餅作り♪」と題し開催。とよたまちさとミライ塾＋（プラス）のプログラムの一つ 

として企画。食農体験として峰のむらさきの稲刈り・稲わらしばり・はざがけ体験を実施。今 

年、田植えに申し込んでいた家族、昨年に続いて参加した家族もあった。稲刈り体験は、約一 

反の圃場に実った峰のむらさきを参加者が一列に並んで刈り進み、親子や家族間で刈り残しが 

無い様に協力して刈取りを行い、手際良く縛りとはざ掛けまで完了。食農と食育の大切さを伝 

える良い機会となった。 

（１） 開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者の

範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

④資源循環型・

環境保全型

経済を推進

するコミュ

ニティの構

築事業 

（食農 

イベント） 

「親子で楽しむ♪ 

食農・食育体験 む

らさきのお米の田植

えをしよう！」を当

会豊田市圃場にて開

催 

 雨天により中止 

(A)2023年(R5) 

5月7日 

9:30～13:00 

(B)豊田市猿投 

棒の手会館裏 

当会圃場 

(C)0人 

 

(D)自然との共生

に、安心安全

な食育・食農

に関心がある

市民、会員 

(E)0人 

 

     765円 

④資源循環型・

環境保全型

経済を推進

するコミュ

ニティの構

築事業 

(食農 

イベント） 

とよたまちさとミラ

イ塾＋「昔ながらの

稲刈り体験と完全オ

ーガニックのお米、

お味噌を使った五平

餅作り」を開催。 

(A) 2023年(R5) 

10月8日 

9:30～13:00 

(B)豊田市猿投 

棒の手会館裏 

当会圃場 

(C)11人 

 

(D)自然との共生

に、安心安全

な食育・食農

に関心がある

市民、会員 

(E)33人 

 

    1,500円 

(２）総費用（無償ボランティア １１人）         

総合計      ２，２６５円（765円＋1,500円） 
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(内訳） 

・賃借料       ４００円 

・保険料     １，８００円（600円＋1,200円） 

・支払手数料      ６５円（165円＋▲100円） 

(３）収益        

総合計     ２７，０００円 

(内訳） 

〇「親子で楽しむ 食農・食育体験 むらさきのお米の田植えをしよう」（5/7）    ０円 

〇「昔ながらの稲刈り体験と完全オーガニックのお米、お味噌を使った五平餅作り」（10/8） 

２７，０００円 

・大人（高校生以上）  ２４，０００円（１，２００円×２０人） 

・小中学生          ８００円（  ２００円× ４人） 

・未就学児            ０円（    ０円× ９人） 

・スタッフ         ２，２００円（  ２００円×１１人） 

（４）反省点・改善ポイント 

   田植えは、大雨の予報を受けて早々に中止を決め、参加者に事前連絡。雨に濡れた土や 

草によって畔道や圃場の出入りが滑り易くなっていた為中止と判断。当日手植え予定で準備 

していた苗は、慣れたスタッフやボランティアにより植え付けを行い無事田植えを完了。 

当会活動の周知の大切な機会を完遂出来ず、補完する機会を作る等の方法を検討する。 

 稲刈りは、とよたまちさとミライ塾＋（プラス）のプログラムとして開催した為、より 

広い層の方々が参加。天候が崩れる間際での開催であったが、当日午前中は雨に遭う事も 

無く順調にイベントを行う事が出来た。普段接点の少ない参加者にも当会活動の周知の機会 

であり、楽しい体験や食事を提供すると共に、会の活動をアピールする場として活用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）「④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業／マルシェ」 

（１）開催日時  

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 
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(C)従事者の人数 

④資源循環型・

環境保全型経

済を推進する

コミュニティ

の構築事業 

（マルシェ） 

農産物の生産・販売 (A)2023年(R5) 

1月1日～ 

12月31日 

(B)当会イベント

会場等 

(C)550人 

(D)一般・会員 

(E)不特定多数 

 1,297,498円 

（２） 総費用（無償参加ボランティア 延べ５５０人）  

総合計            １，２９７，４９８円 

〇人件費            １００，０００円 

（内訳）          

  ・正会員従事者（１人）   １００，０００円 

〇その他経費       １，１９７，４９８円 

(内訳） 

仕入、棚卸関係      ４３８，００５円 

・当期仕入高   １９５，５３７円    ・期首棚卸高   ３１４，５５８円 

・期末棚卸高   ▲７２，０９０円 

・印刷製本費     ３，７９０円   ・車両費      ３８，３０６円 

・燃料費      ５４，８４３円   ・通信運搬費     ８，３４９円 

・消耗品費    １８０，７２３円   ・修繕費      １０８，０８８円 

・水道光熱費    ５４，４８６円   ・地代家賃      ２４，０００円 

・賃借料        ８，８００円   ・保険料       ４７，８１０円 

・租税公課      １９，２００円   ・支払手数料      ４，８７２円 

・広告宣伝費      ２３，２００円   ・減価償却費   １８３，０２６円 

（３）収益 

総合計              ８５７，０８４円  

(内訳） 

・売上高           ７４８，３５７円     

＜宅配販売＞              ０円 

＜マルシェ販売＞      ７４８，３５７円 

・雑収益           １０８，７２０円        

・受取利息                ７円 

（４）反省点・改善ポイント 

今年度も圃場全般の整備と土づくりを行っているため全体的に農作物の生産物が少ない。イ 

ベントでは野菜や食材利用の創意工夫された献立を食育委員スタッフが提供し、好評を得る。 

今後も引き続き、作物栽培の技術を磨き生産体制の立て直しを図る。 

 

（ウ）「④資源循環型・環境保全型経済を推進するコミュニティの構築事業／農事体験」 



資料1 

23 
 

事業内容 

本年度は実施せず。 

 

 

【⑤生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業】  ※ 講師等役職名前は敬称略 

 事業の成果 

平成２８年３月より豊田市認定 生活困窮者自立支援就労訓練事業所開設。 

令和３年(2021年 6月～)日進市生活困窮者等就労準備支援事業を受託開始。 

岐阜支部、千葉支部における事業及び業務支援。 

令和５年度も引き続き「日進市生活困窮者等就労準備支援事業」を受託し、利用者の支援を 

実施。持続可能な地域共生社会を目指して「生活困難を抱える若者や引きこもり等の支援に 

関する交流会」開催。 

 

（ア）「⑤生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業／生活困窮者」 

事業内容 

令和５年度も事業受託の委託継続を受け、月・水曜日の開設に加えハローワーク巡回相 

談日の第二第四金曜日の相談支援日の増設を行う。 

 令和３年度に就労した利用者様の定着就労フォローアップや引きこもり等から社会復帰 

を目指す若者利用者も２名増え、当会企業会員（業務連携事業者）による社会学講座や 

職場見学、協働農事作業訓練及びハローワーク名古屋東やくらしサポート窓口との綿密な 

連携を図り、より充実体制で伴走型支援を行う。その結果、継続利用の２名も就労し、 

正社員として定着就労。更に新規利用希望者２名を受入れ支援中。 

 その他、岐阜支部、千葉支部における就労準備支援事業等におけるアグリディ農福連携 

や社会的包摂推進事業業務全般の助言指導を行う。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑤生活困窮者等 

就労準備支援、 

社会的包摂推 

進に係る事業 

（生活困窮者） 

生活困窮者自立支

援制度に基づいた

就労準備支援事業

を受託し、生活困窮

に至る恐れがある

人で、自立がみこま

れる人の支援 

(A)2023年(R5) 

1月2日～ 

12月29日 

(B)千葉県野田市 

  岐阜県 

   土岐市 

   飛騨市 

   美濃市 

(D)豊田市 

  日進市 

一般・会員 

(E)223人 

 

6,008,125円 
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  愛知県日進市 

(C)2人 

（２）総費用  

総合計      ６，００８，１２５円 

〇人件費用 

（内訳） 

・正会員従事者（２人） 

・給料手当     ５，０３５，５７５円 

・法定福利費（事）  １９０，９６１円 

〇その他経費 

・印刷製本費         ９，４０５円   ・旅費交通費     ４，０８０円 

・通信運搬費       １１０，９００円   ・消耗品費     １７，８１０円 

・賃借料          ３４，６４０円   ・保険料       ２，４９０円 

・租税公課          ４，０００円   ・支払い手数料      ２０９円 

・広告宣伝費         ６，７１５円   ・法定福利費（管）５９０，２４０円 

・支払手数料（管）      １，１００円 

（３）収益  

総合計      ６，５３３，５０５円 

（内訳） 

〇各支部、エリア指導料      ６，５３３，５０５円 

 ・日進市      ４，４６２，５００円    ・千 葉  １，２００，０００円 

 ・岐 阜        ８７１，０００円    ・受取利息         ５円 

（４）反省点・改善ポイント 

   日進市生活困窮者等就労準備支援事業受託と、各支部の業務提携指導料を頂き、収入が増加。 

支援体制の充実と損益の拡充をする為、更に日進市受託料の増額と被保護者就労準備支援に 

おける支援一体型を目指し、交付金予算増を提案する事が必要。 

   継続就労の利用者も増員したが、通所や利用継続が続かない利用者も数名あり。地域福祉 

  課やくらしサポート窓口と連携を強めると同時に支援プログラムの充実を図る事が必要。 

次年度は活動拠点創設を行いプロポーザル委託へ事業応募し受託を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）「⑤生活困窮者等就労準備支援、社会的包摂推進に係る事業／その他」 
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事業内容 

「令和４年度 日進市市民自治活動推進補助金事業（地域福祉課提案啓発事業）」開催。 

  社会問題化する社会的孤立・ひきこもりや生活困難を抱える若者の実態を知り理解を深め、 

  支援関係諸機関のつながりを創り、有機的な支援ネットワーク構築と地域資源の醸成を促 

し、誰一人取り残さない持続可能な地域共生社会づくりを目指す交流会として開催。 

   内容としては、岐阜県美濃加茂市福祉課 鈴木 光 氏による基調講演（地域共生社会づく 

  りを目指した子ども若者支援～美濃加茂市の取組と課題～）、愛知県による生活困窮者自立 

支援制度の説明、日進市における自立相談支援や「いくるばにっしん」就労準備支援事業、 

利用者の実際の体験談等の事例発表の後、活発な質疑応答の意見交換会となり有意義な交流 

会となる。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A) 当該事業の 

実施日時 

(B) 当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑤生活困窮者等

就労準備支援、

社会的包摂推

進に係る事業 

(その他) 

（日進市市民自治推

進補助金事業（地域福

祉課協働）） 

日進市で誰ひとり取

り残さない持続可能

な地域共生社会を目

指して「生活困難を抱

える若者や引きもり

などの支援に関する

交流会」開催 

(A)2023年(R5) 

1月 28日 

13:30～16:30 

(B)日進市市民 

会館 

２階会議室 

(C)5人 

 

(D)日進市福 

祉 団 体 関

係 諸 機 関

及び市民 

(E)32人 

 

73,029円 

（２）総費用  

総合計         ７３，０２９円 

（内訳） 

・諸謝金          ５３，０００円     ・印刷製本費    １２，０６０円 

・通信運搬費           ２１０円    ・消耗品費        ５５０円 

・支払手数料           ２０９円    ・広告宣伝費      ７，０００円 

（３）収益  

総合計         ７３，０００円 

（内訳） 

   市民協働課 補助金  ７３，０００円 

（４）反省点・改善ポイント 

   参加を要する主な諸機関は参加していたが、重層的支援体制整備事業の基盤を意図する地
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域共生社会づくりとするならば、子育て支援や学校等の教育機関、障害福祉関係者の参加者

を強く募る対応策が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑥食育を推進する事業】                  ※ 講師等役職名前は敬称略 

 事業の成果 

食育を推進する事業として、農林水産省「消費・安全対策交付金」事業として、シンポジウ 

ム、教育ファーム検討委員会を開催。食育イベントは、毎年恒例の食育感謝祭を開催。 

食育関係として、昨年に続き、にっしん夢まつり、にっしん市民まつりに参加。また今年度 

も、食育、食農、環境の４大イベントの食事提供を行う。伝統料理講座では、鬼まんじゅうを 

作る講座を実施。 

 

（ア）「⑥食育を推進する事業／食育推進」 

事業内容 

前年度に続き、令和４年度農林水産省交付金事業を受託し実施。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事 

（食育推進） 

令和４年度 

農林水産省 

交付金事業 

(A)2022年(R4) 

4月1日～ 

 2023年(R5) 

3月31日 

(B)愛知県内 

(C)15人 

(D)全国民 

(E)不特定 

多数 

0円 

（２）総費用（無償ボランティア １５人） 

総合計               ０円  

（３）収益  

総合計      ２８５，０００円 

（内訳） 

（４）反省・改善ポイント 

   シンポジウムについて、幅広く集客ができるよう内容を柔らかくする等工夫をする。 
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  教育ファーム検討委員会について、インターンシップ学生の学業予定も配慮し実施する。 

 

（イ）「⑥食育を推進する事業／食育推進」 

事業内容 

 令和４年度農林水産省消費・安全対策交付金(愛知県 地域での食育の推進事業)を受け実施。 

食や農業への理解を深めてもらう農業体験機会を提供するために、昨年に引き続き日進市での 

教育ファーム検討委員会を開催し、より充実したプログラム企画開発を図る。 

   第４回には、第４次食育推進基本計画について東海農政局 消費・安全部消費生活課 小田木 

  康雄氏より説明。令和５年度以降の畑での食育プログラムを検討。 

   第５回には、令和５年度以降の畑での食育プログラムのまとめを行い、参加者からの提案や 

これまでの感想を発表。 

   令和５年度農林水産省消費・安全対策交付金(愛知県 地域での食育の推進事業)を受け実施。 

  食や農業への理解を深めてもらう農業体験機会を提供するために、昨年に引き続き日進市での

教育ファーム検討委員会を開催し、より充実したプログラム企画開発を図る。 

   第１回は事業趣旨、食育推進法、第４次食育推進基本計画について説明。委員の自己紹介や

令和４年度日進アグリスクールの活動紹介を実施。 

   第２回には、事業趣旨の説明や第１回目不参加だった参加者の自己紹介、令和５年度以降の

畑でのプログラム開発についての検討を実施。また今年度も愛知県立大学より、教育型インタ

ーンシップにて学生が参加。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、消費・

安全対策交付金） 

令和４年度 

第４回教育ファーム

検討委員会 

(A)2023年(R5) 

1月26日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C)4人 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

(E)12人 

    1,250円 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、消費・

安全対策交付金） 

令和４年度 

第５回教育ファーム

検討委員会 

(A)2023年(R5) 

2月23日 

10:00～11:00 

(B)日進市民会館 

(C)4人 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

(E)14人 

 

  135,940円 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、消費・

安全対策交付金） 

令和５年度 

第１回教育ファーム

検討委員会 

(A)2023年(R5) 

11月28日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C)3人 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

(E)10人 

    2,584円 
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⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、消費・

安全対策交付金） 

令和５年度 

第２回教育ファーム

検討委員会 

(A) 2023年(R5) 

12月19日 

10:00～11:45 

(B)日進市民会館 

(C)3人 

(D)日進市職 

員、日進市 

市民など 

(E)12人 

    3,974円 

（２）総費用（無償ボランティア １４人） 

総合計      １４３，７４８円 

（内訳） 

・旅費交通費       ６，０５０円     ・賃借料      ７，５００円 

・通信運搬費        ８４円     ・印刷製本費    ８，６４０円 

・消耗品費      １，４７４円     ・諸謝金    １２０，０００円 

（３）収益 

総合計            ０円  

（内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

   今年４年度も愛知県立大学のインターンシップ生の受け入れを行う機会を得る。 

第４次食育推進基本計画について東海農政局より説明を受けより理解を深める。 

  今年５年度も愛知県立大学のインターンシップ生の受け入れを行う機会を得る。 

  ２０代から７０代と多世代でのプログラム開発を期待。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）「⑥食育を推進する事業／食育推進」 

事業内容  

 令和４年度農林水産省 消費・安全対策交付金（地域での食育の推進事業）事業として“未 

来へつなぐ食生活と農業に関するシンポジウム２０２３ in にっしん”と題し開催。広く多 

くの一般県民に対し、各ライフステージにおける食生活の課題や地域農産物の現状を伝え、 

毎日の食事が自然の恩恵の上に成り立ち、生産者をはじめ、多くの関係者により食が支えら 

れていること知り、食に対する感謝の気持ちを深め、地産地消の推進と農林水産業の役割と 

理解促進や食を通じた環境への関心が高めることを目的に行った。内容は、ドキュメンタリ 

ー映画『弁当の日』の上映会と長野県立大学 教授 中澤 弥子氏による講演。『未来へつなぐ 

持続可能な食育・食農・共育とは』をテーマとした対談を中澤弥子氏、教育ファーム検討委 

員会 今井良幸氏、愛知県立大学インターンシップ生 柴田凛氏、石橋舞羽氏、理事 黒田留美 

にて行う。コーディネーターは副理事長 村野政章が務める。また、中京大学今井ゼミの日進 

アグリスクール米作りで使用の田んぼを活かした企画実施について発表。米や野菜が出来る 

までの栽培工程や日進市での米作り、６次産業体験コースについてのパネル展示。日進アグ 
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リスクールで栽培した農薬、化学肥料、除草剤不使用の里芋と峰のむらさきを配布。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進 

  する事業 

（食育推進） 

（農林水産省、愛知県

地域での食育の推進

事業） 

「未来へつなぐ食生

活と農業に関するシ

ンポジウム 2023 in

にっしん」として映画

上映、講演会、パネル

ディスカッションを

実施 

(A)2023年(R5) 

2月23日 

13:00～16:45 

(B)日進市民会館 

小ホール 

(C)13人 

(D)一般市民 

(E)75人 

345,750円 

（２）総費用（無償ボランティア １３人） 

総合計        ３４５，７５０円  

（内訳） 

・諸謝金     ８２，５８０円    ・保険料    ３，０００円 

・消耗品費     ７，９３９円    ・広告宣伝費 ６７，７００円 

・賃借料    １２２，３９０円    ・雑給    ３１，５５２円 

・印刷製本費    ７，３００円    ・支払手数料    ７５９円 

・旅費交通費   ２２，５３０円 

（３）収益  

総合計      １１０，７００円 

（内訳） 

・一般大人（高校生以上）前売り ８８，２００円（１，８００円×４９人） 

・一般大人（高校生以上）当日  １６，０００円（２，０００円× ８人） 

・学生              ６，５００円（  ５００円×１３人） 

（４）反省・改善ポイント 

  ３０代から４０代の参加率が悪い。企画内容の改善を図り、子育て世代の家族やアグリ 

スクール参加者が参加できるよう検討。 
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（エ）「⑥食育を推進する事業／食育推進」 

事業内容 

 「弁当の日上映会とワークショップ」を開催。 

豊田市民への食育・食農に対する関心が高めることを目的にとよたまちさとミライ塾＋ 

（プラス）のプログラムとして開催。内容は、ドキュメンタリー映画『弁当の日』の上映会 

とワークショップを開催。また、豊田市青少年育成アドバイザー会 会長挨拶、愛知県青少年 

育成アドバイザー連絡協議会の協力を得て実施。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事業 

（食育推進） 

弁当の日上映会とワ

ークショップ 

(A)2023年(R5) 

9月3日 

12:30～16:00 

(B)崇化館交流館 

(C)6人 

(D)一般市民 

(E)51人 

   75,865円 

（２）総費用（無償ボランティア ６人） 

総合計         ７５，８６５円  

（内訳） 

・保険料       １，８００円      ・賃借料    ７３，９００円 

・支払手数料       １６５円 

（３）収益  

総合計      ７６，５００円 

（内訳） 

・一般大人（高校生以上）前売り ７６，５００円（１，５００円×５１人） 

（４）反省・改善ポイント 

   過去の経験から映画上映会での集客は難しいと判断し、とよたまちさとミライ塾＋（プラス） 

  での募集を実施したが集客が少なかった。企画内容の改善を図り、子育て世代の家族が参加 

出来る様検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）「⑥食育を推進する事業／食育イベント」 

事業内容 



資料1 

31 
 

「第１回食育イベント 食農感謝祭」を開催 

   第１回食育イベントを「大自然の恵みに感謝『食農感謝祭』 杵や臼を使ってお餅をつこう！ 

和太鼓演奏をきいて、叩いてみよう！」と題し開催。昔ながらの杵や臼を使った餅つきを完全

オーガニックで栽培した峰のむらさき、きぬはなもち、みやたまもちを使い実施。餅つき後は

もちまるめ体験を実施。 

和太鼓グループＴＳＵＷＡＭＯＮＯ彩の和太鼓演奏、和太鼓体験会も行う。イベント冒頭に 

  は当会の活動紹介を実施。今回は野菜の生育状況が良くなく、料理の品数を減らす。 

食事は味噌汁、里芋の煮っころがし、野菜の天ぷら、手作りきな粉など当会で育てた野菜を 

  使った料理を提供。和太鼓演奏は参加者参加型で子ども達がとても楽しむ。参加者は自然の 

中でお腹も心も満たされ満足となる。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進

する事業 

（食育 

イベント） 

「第１回食育イベント 

食農感謝祭」を開催 

杵と臼を使用した昔な

がらのもちつき、もち

まるめ、活動紹介。ＴＳ

ＵＷＡＭＯＮＯ彩の和

太鼓演奏、和太鼓体験

会 

(A)2023年(R5) 

12月3日 

9:30～13:30 

(B)豊田市棒の手

会館裏当会圃

場 

(C)13人 

  

(D)自然との 

共生に、安

心安全な

食育・食農

に関心が

ある市民、

会員 

(E)48人 

6,294円 

（２）総費用（無償ボランティア １３人） 

総合計          ６，２９４円  

（内訳） 

  ・賃借料      １，２００円           ・消耗品費   ３，８９４円 

   ・保険料      １，２００円 

（３）収益  

総合計       ５６，５００円 

（内訳） 

・一般大人（高校生以上）  ２４，０００円（２，０００円×１２人） 

・会員大人（高校生以上）  １３，５００円（１，５００円× ９人） 

・中学生           ２，０００円（２，０００円× １人） 

・小学生以下         １，５００円（  ５００円× ３人） 

・未就学児（３歳以下）    ２，５００円（  ５００円× ５人） 

・スタッフ         １３，０００円（１，０００円×１３人） 

 （食事代 希望者のみ） 

（４）反省・改善ポイント 

今回初めて棒の手会館裏の圃場で、餅つきを開催したので配置図や人の流れについてなど 

検討が必要。来年度も開催していく上でより良いイベントにする為、更に改善。 
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（カ）「⑥食育を推進する事業／食育関係」 

事業内容 

   イベントの残り調味料を販売、必要消耗備品を購入した。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：

円） 

⑥食育を推進 

  する事業 

（食育関係） 

食育関係 

イベントの残り調

味料販売と必要消

耗備品の購入 

(A)2023年(R5) 

1月1日～ 

12月31日 

(B)豊田市猿投町 

農事専従者寮 

(C)5人 

(D)会員 

(E)10人 

46,545円 

（２）総費用  

総合計         ４６，５４５円 

（内訳） 

   ・消耗品費   ２４，５２３円     ・仕入高ＮＰＯ   ２０，５２２円 

   ・印刷製本費   １，５００円 

（３）収益  

総合計      １９，０００円 

（内訳） 

 

（キ）「⑥食育を推進する事業／食育関係」 

事業内容 

   今年度も、豊田市で開催している食育、食農、環境イベントにて、薬膳的効能を考慮した 

食事の提供を行う。材料は当会で栽培した完全オーガニックの米や野菜を使用。参加者には 

毎回美味しかったと好評を得る。幼児も大人と同じ様に確りと食べている姿が印象的。 

（１）開催日及び講師等 
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事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：

円） 

⑥食育を推進 

  する事業 

（食育関係） 

「親子で楽しむ♪ 

食農・食育体験 む

らさきのお米の田

植えをしよう！」

を当会豊田市圃場

にて開催 

 雨天により中止 

(A)2023年(R5) 

5月7日 

9:30～13:00 

(B)豊田市猿投 

棒の手会館裏 

当会圃場 

(C)13人 

(D)自然との共生

に、安心安全な

食育・食農に関

心がある市民、

会員 

(E)0人 

 

   0円 

⑥食育を推進 

  する事業 

（食育関係） 

第１回 

環境イベント 

『自然と共生する

田んぼで生き物み

っけ』を開催。 

(A)2023年(R5) 

8月 6日 

9:30～13:00 

(B)豊田市猿投 

棒の手会館裏 

当会圃場 

(C)11人 

(D)愛知県 

一般、会員 

(E)33人 

19,212円 

⑥食育を推進 

  する事業 

（食育関係） 

とよたまちさとミ

ライ塾＋（プラス）

「昔ながらの稲刈り

体験と完全オーガニ

ックのお米、お味噌

を使った五平餅作

り」を開催。 

(B) 2023年(R5) 

10月8日 

9:30～13:00 

(B)豊田市猿投 

棒の手会館裏 

当会圃場 

(C)11人 

(D)自然との共生

に、安心安全

な食育・食農

に関心がある

市民、会員 

(E)33人 

 

11,805円 

⑥食育を推進 

  する事業 

（食育関係） 

「第１回食育イベ

ント 食農感謝祭」

を開催 

杵と臼を使用した

昔ながらのもちつ

き、もちまるめ、活

動紹介。ＴＳＵＷＡ

ＭＯＮＯ彩の和太

鼓演奏、和太鼓体験

会 

(A)2023年(R5) 

12月3日 

9:30～13:30 

(B)豊田市棒の手

会館裏当会圃

場 

(C)13人 

  

(D)自然との 

共生に、安心

安全な食育・

食農に関心が

ある市民、会

員 

(E)48人 

52,052円 

（２）総費用（無償ボランティア ４８人） 

総合計         ８３，０６９円 

（内訳） 



資料1 

34 
 

〇食育関係 田植え体験（5/7）         ０円 

  〇食育関係 生き物調査（8/6）    １９，２１２円 

   ・仕入高ＮＰＯ  １６，５２５円        ・消耗品費     ２，６８７円 

〇食育関係 稲刈り（10/8）     １１，８０５円 

  ・仕入高ＮＰＯ  １０，５６９円        ・消耗品費     １，２３６円 

〇食育関係 食農感謝祭（12/3）   ５２，０５２円 

  ・仕入高ＮＰＯ  ４７，２７４円        ・消耗品費     ４，７７８円 

（３）収益  

総合計      １１１，６００円 

（内訳） 

〇食育関係 田植え体験（5/7）         ０円 

〇食育関係 生き物調査（8/6）    ３２，０００円 

〇食育関係 稲刈り（10/8）     ３３，６００円 

〇食育関係 食農感謝祭（12/3）   ４６，０００円 

（４）反省・改善ポイント 

    イベントの短時間開催実施に伴い、各種イベントの食農体験等を優先した為、昨年同様に 

ワークショップを中止した。 

引き続き感染予防対策として、持ち運びの出来る使い捨て容器を使用したり、家族毎に分け 

て配膳。また、猛暑日が続き野菜の生育状態が思わしく無かった為、献立の内容変更が有り、 

イベント直前迄創意工夫が必要だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ク）「⑥食育を推進する事業／食育関係」 

事業内容 

「にっしん夢まつり」に出店。 

昨年に引き続き、にっしん夢まつりに出店。にっしん五平餅の地域ブランド化を目的に 

にっしん五平餅の販売や当会の活動紹介などを実施。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 
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⑥食育を推進 

  する事業 

（食育関係） 

にっしん夢まつり 

五平餅の販売と当会

の活動紹介 

(A)2023年(R5) 

9月17日 

9:00～19:30 

(B)日進市役所 

(C)5人 

(D)日進市民 

など 

(A) 不特定 

多数 

58,007円 

（２）総費用（無償ボランティア ５人） 

総合計          ５８，００７円  

（内訳） 

   ・仕入高ＮＰＯ  １４，８７４円      ・賃借料   ２５，０００円 

   ・消耗品費    １２，２３３円      ・保険料    ３，７００円 

 ・支払手数料    ２，２００円 

（３）収益  

総合計       ６０，３００円 

（内訳） 

   ・にっしん五平餅販売   ３００円×２０１本＝６０,３００円 

（４）反省・改善ポイント 

今回は子どもでも購入出来る様に、量を減らして３００円で販売。４時間で完売出来た。 

購入者からは、とても美味しかったとの声があり満足となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ケ）「⑥食育を推進する事業／食育関係」 

事業内容 

全支部との食育の共通理解の為、食育勉強会を開催。薬膳を取り入れた献立の組み方や 

季節の食材、発行食について等を学び、当会の食育の大切さについて伝えた。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進 

  する事業 

（食育関係） 

食育勉強会を開催 (A)2023年(R5) 

3月26日 

10:00～16:00 

(B) ウィルあいち 

(D)各支部 

食育担当者 

(E)6人 

2,940円 



資料1 

36 
 

セミナー 

ルーム3 

(C)1人 

（２）総費用（無償ボランティア １人） 

総合計            ２，９４０円  

（内訳） 

   ・印刷製本費       ８４０円      ・賃借料    ２，１００円 

（３）収益  

総合計         ３，０００円 

（内訳） 

 ・参加費 

各支部食育担当者  ３，０００円（５００円×６人） 

（４）反省・改善ポイント 

全支部が参加出来なかった為、早めの案内が必要だった。 

  食育担当者へ向けて実践を取り入れた内容も検討したい。 

 

 

（コ）「⑥食育を推進する事業／食育関係」 

  事業内容 

「にっしん市民まつり」に出店。 

   昨年に引き続き、にっしん市民まつりに出店。にっしん夢まつりと同様ににっしん五平餅の 

  地域ブランド化を目的ににっしん五平餅の販売や当会の活動紹介や伝統料理講座『にっしん 

鬼まんじゅうをつくろう』の案内を実施。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進 

  する事業 

（食育関係） 

にっしん市民まつり 

五平餅の販売と活動

紹介 

(A) 2023年(R5) 

11月19日 

9:00～15:00 

(B)日進市役所 

(C)6人 

(D)日進市民 

など 

(E)不特定 

多数 

27,820円 

（２）総費用（無償ボランティア ６人） 

総合計          ２７，８２０円  

（内訳） 

   ・仕入高ＮＰＯ   ６，８９７円      ・賃借料   １５，０００円 

   ・消耗品費     ５，９２３円 

（３）収益  
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総合計       ５２，５００円  

（内訳） 

   ・にっしん五平餅販売   ３００円×１７５本＝５２,５００円 

（４）反省・改善ポイント 

   今回も１３時３０分頃には完売。売上げ向上のため五平餅の型の購入や完全オーガニック 

での五平餅である価値観の告知方法などを検討する。また『にっしん五平餅』ＰＲ用の 

のぼりを製作する。 

 

 

 

 

 

 

 

（サ）「⑥食育を推進する事業／食育伝統料理講座」 

事業内容 

 「令和５年度消費・安全対策交付金（地域での食育の推進事業）事業 

 伝統料理講座「にっしん鬼まんじゅうを作ろう」を開催。 

 令和５年度消費・安全対策交付金（地域での食育の推進事業）事業の伝統料理講座を“にっ 

  しん鬼まんじゅうを作ろう”と題し開催。地産地消の推進と農林水産業の役割と理解の促進、

郷土料理等の地域の食文化の継承など、県民一人ひとりが食の大切さを理解し主体的に食育に

取り組めることを目的に実施。内容は、有機循環自然農法で栽培したさといも、じゃがいも、

さつまいもを包丁で切り、米粉に混ぜ、蒸す工程などを実施。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑥食育を推進 

する事業 

（伝統料理） 

（令和５年度消費・安

全対策交付金（地域で

の食育の推進事業））

にっしん鬼まんじゅ

うを作ろう 

(A)2023年(R5) 

12月17日 

10:00〜12ː30 

15:00～16:30 

(B)日進市民会館 

  調理実習室 

(C)6名 

(D)一般市民 

(E)21名 

 

69,218円 

 

（２）総費用（無償ボランティア ６人） 

総合計         ６９，２１８円  

（内訳） 

 ・仕入高ＮＰＯ    ９，４０２円     ・消耗品費   ６，１７１円 

 ・賃借料      １６，７５０円     ・広告宣伝費  ２，８２０円 
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 ・支払手数料      ▲１００円     ・保険料    １，２００円 

 ・諸謝金      ３１，０００円     ・旅費交通費  １，９７５円 

（３）収益 

総合計      ３０，２００円 

（内訳） 

   参加費   

  ・大人（高校生以上） ２０，０００円（２，０００円×１０人） 

・小中学生       ７，０００円（１，０００円× ７人） 

・未就学児       ３，２００円（  ８００円× ４人） 

（４）反省点・改善ポイント 

   未就学児でも参加できるように参加条件を変更、日進アグリスクールからの参加者が 

増加。低年齢でもできる工夫が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑧その他この法人の目的を達成する為に必要な事業】     ※ 講師等役職名前は敬称略 

 事業の成果 

その他この法人の目的を達成する為に必要な事業として、市民農園の管理運営を継続。又、 

青空交流会（土づくり、野菜づくり）を年２回開催。 

  協働事業としては、日進アグリスクールを継続。米づくりコース、にっしんサトイモおはぎ 

 創りコースの２コースを実施。 

又、ぐるぐるＮＩＳＳＨＩＮまちミル博覧会に参加。里芋収穫の企画を実施。 

 

（ア）「⑧その他この法人の目的を達成する為に必要な事業／市民農園」 

事業内容 

豊田市協働事業として始めたが、２０１６年度に助成金対象期間が終了。６期を迎えた 

  ２０１６年度から当法人単独での事業運営となり市民農園指導教室を年２回開講。今年度 

は管理担当の江譲二が講師を務め、市民農園マザリーアースを青空会場にして契約者して 

いる方を対象に有料で農業の普及活動として開催。又、氣力野菜の試食会を行う。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法人

の目的を達成す

るために必要な

市民農園 

 

(A)2023年(R5) 

1月から12月迄 

随時受付 

(D)豊田市 

一般・会員 

(E)17人 

  403,866円 
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事業 

（市民農園） 

(B)市民農園 

マザリーアース 

(C)5人 

⑧その他この法人

の目的を達成す

るために必要な

事業 

（市民農園） 

土づくり教室 

青空交流会 

(A)2023年(R5) 

6月4日 

9:30～13:00 

(B)市民農園 

マザリーアース 

(C)3人 

(D)豊田市 

一般・会員 

(E)5人 

    5,290円 

⑧その他この法人

の目的を達成す

るために必要な

事業 

（市民農園） 

野菜づくり教室 

青空交流会 

 

(A)2023年(R5) 

11月12日 

9:30～13:30 

(B)市民農園 

マザリーアース 

(C)3人 

(D)豊田市 

一般・会員 

(E)6人 

    6,303円 

(２）総費用（無償ボランティア １１人） 

総合計          ４１５，４５９円（４０３，８６６円＋５，２９０円＋６，３０３円） 

（内訳） 

・諸謝金講師料 ０円（２人無料）     ・仕入高マルシェ     ８００円 

・通信運搬費    ４，２８４円     ・仕入高ＮＰＯ    ５，０７８円 

・消耗品費    ４３，７６２円     ・支払手数料    ６０，４９５円 

・地代家賃     ２，６０４円     ・銀行手数料（管）    ５５０円 

・修繕費    ２９５，０６０円     ・車両費       ２，８２６円 

(３）収益       

総合計            ２６８，２２２円 

 (内訳）  

・市民農園セミナー参加料（延べ１１人）       ６，６００円 

１回目 利用者        ６００円× ５名＝ ３，０００円 

２回目 利用者        ６００円× ６名＝ ３，６００円 

・市民農園利用料（１７人）                １６９，１２２円 

１区画利用者      ５，５００円×１０名＝５５，０００円（１０区画） 

２区画利用者     １１，０００円× ２名＝２２，０００円（ ４区画） 

３区画利用者     １６，５００円× ４名＝６６，０００円（１２区画） 

４区画利用者     ２２，０００円× １名＝２２，０００円（ ４区画） 

・前受金２０２３年１～３月分 ３３区画分差引  ４５，３４２円 

・前受金２０２４年１～３月分 ３０区画分差引 ▲４１，２２０円 

・耕運代金        ４，５００円 （１，５００円×３回） 

・補助金（農業振興対﨑事業）          ８８，０００円 
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（４）反省点・改善ポイント 

   開催のお知らせハガキが戻って来る事例あり、住所変更等の連絡の確認を早く行う。 

集客について、次回のチラシを配り、現場での声掛けやＤＭを出す事でリピートに繋げる。 

野菜づくり教室では、イベント案内のチラシを作成、今後も継続。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）「⑧その他この法人の目的を達成する為に必要な事業／協働事業」 

事業内容 

   農地賃借料と圃場管理経費 

（１）開催日及び講師等  

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

  実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

農地賃借料と圃場管

理経費 

(A)2023年(R5) 

1月1日～ 

12月31日 

(B)豊田市、日進市

当会圃場 

(C) ― 

(D) ― 

(E) ― 

   68,525円 

（２） 総費用  

総合計      ６８，５２５円 

（内訳） 

・印刷製本費    １，１６０円    ・車両費       ７５５円 

・賃借料     ６６，１７０円    ・支払手数料     ４４０円 

（３） 収益  

総合計           ０円 

（内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

今後も地主との繋がりを大切にして事業を進める。 

 

（ウ）「⑧その他この法人の目的を達成する為に必要な事業／協働事業」 
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事業内容 

日進市の委託事業として『日進アグリスクール米作り体験コース』を開催。 

５月１４日、第１回目「どろリンピック＆田植え」。峰のむらさきの田植え、苗取りを塩田 

  悦己が講師となり実施。どろリンピックはイベント途中から雨天になった為次回へ順延。今回、

田植えをする事が初めての家族が多かったが、一生懸命に楽しんで取り組む。 

７月３０日、第２回目「自然・生き物観察、どろリンピック」。田んぼの中や外にある雑草 

  や植物を見つけながら、「テデトールビンゴ」と題して、どんな草たちが生えているかをビン

ゴの形にして見つけた草をチェック。併せて生き物調査を行う。また前回中止したどろリンピ

ックを開催、田んぼ距離走を行う。 

   ９月１０日、第３回目「稲刈り・はざかけ」。昔ながらの手鎌での稲の刈り方やはざがけを

行う。５月の田植えから始まり、成長した稲を見て楽しそうに収穫しているのが印象的。昔な

がらの手鎌での稲刈りはざがけ伝える事により、食農の大切さや収穫の喜びや感謝を伝える良

い機会となる。 

   ９月２４日、第４回目「足踏み脱穀・わらリンピック」。昔ながらの足踏み脱穀機を使用し

た脱穀方法やわら取り、わら切り、わら蒔きを行う。わらリンピックでは、わら投げ競争、 

藁を使った二人三脚風リレー実施。脱穀から藁撒き迄の一連の流れを体験する事で、食農の 

大切さを伝える。 

   １０月２９日、第５回目「もみすり・工作・試食」。一升瓶やすり鉢を使った色々な方法で

の籾摺り体験や脱穀後の藁を使ったリース作りを行う。峰のむらさきの試食、これまでの振り

返りを実施。参加者は籾摺り、リース作りを楽しそうに取り組む。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

  実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第１回 

米作りコース 

どろリンピック 

＆田植え 

(A)2023年(R5) 

5月14日 

(B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)4人 

(D)一般市民 

(E)35人 

        0円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第２回 

米作りコース 

自然・生き物調査 

テデトールビンゴ 

どろリンピック 

(A)2023年(R5) 

7月30日 

(B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)5人 

(D)一般市民 

(E)40人 

     500円 

⑧その他この法

人の目的を達

第３回 

米作りコース 

(A)2023年(R5) 

   9月10日 

(D)一般市民 

(E)30人 

  8,436円 



資料1 

42 
 

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

稲刈り・はざがけ。 (B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)5人 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第４回 

米作りコース 

足踏み脱穀 

わらリンピック 

(A)2023年(R5) 

9月24日 

(B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)6人 

(D)一般市民 

(E)33人 

    1,042円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第５回 

米作りコース 

もみすり 

工作 

試食 

(A)2023年(R5) 

10月29日 

(B)日進市米野木町

当会圃場 

(C)7人 

(D)一般市民 

(E)35人 

  6,101円 

(２）総費用（無償ボランティア ２７人） 

総合計          １６，０７９円  

（内訳）  

・車両費      ４，９６０円    ・消耗品費    １１，１１９円 

（３）収益  

総合計      ４６９，１５０円 

（内訳） 

・事業収益   ４６９，１５０円 

（４）反省点・改善ポイント 

   広報にっしんや日進市のサイトやメールにて集客を実施。ふるさと納税者申し込みはなか 

ったが定員が満員となる。当会からの事前の案内メールが迷惑メールになり届かない事象が 

本年も発生。対処が難しく電話等で対応。どろリンピックは、生き物観察と同時開催の方が 

飽きやすい子どもたちにとっても長時間イベントに参加できるので良いと判断。 

中京大学今井ゼミ、愛知県立大学インターンシップ生と参加者のコミュニケーションが 

しっかり取れてきて、若い世代との交流で参加率も増える事が期待出来る。 

   昔ながらの足踏み脱穀機とコンバインでの脱穀の違いを参加者が見て知る事が出来、より 

一層農業の大変さを知る機会となる。久しぶりの籾摺り体験、リース作りだったが準備が直

前の部分もあり、計画をしっかり立て進める。 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）「⑧その他この法人の目的を達成する為に必要な事業／協働事業」 

事業内容 

 日進市の委託事業として『日進アグリスクールにっしんサトイモおはぎ創りコース』を開催。 
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 ４月２３日、第１回目「畑づくり・植え付け」。農事事業部の塩田悦己より道具の使い方 

のレクチャーを行う。畝立てを行い、里芋を植え付けた。初めての畝立て、里芋の植え付け 

をする参加者がおり、体験が出来て満足となる。 

 ５月２８日、第２回目「管理作業（土寄せ・施肥など）植え付け（サツマイモ苗）」。 

４月に植えた種芋の経過観察、草刈り、落ち葉堆肥施肥、土寄せ、草マルチを実施。また、 

サツマイモ苗の植え付けと、サプライズで夏野菜の植え付け作業を６畝実施。参加者は、 

自身で植え付けした種芋を見て、元気に生育している事を見て喜ばれる。 

   ７月１６日、第３回目「畑づくり、植え付け（大豆）・管理作業（土寄せなど）」。前半は、

里芋の管理作業として草刈り作業と、土寄せ、草マルチを実施。後半は、大豆と小豆の畝づ 

くり、播種等を実施。サプライズで食農スタッフが育てたオーガニックスイカを提供し水分 

補給をする。 

   １０月２２日、第４回目「収穫・試食」。自分たちで育てた里芋を収穫し、その場で焼き 

  里芋にして提供。収穫のレクチャーは農事事業部の塩田悦己にて実施。１株から収穫出来る 

の里芋の多さに驚き満足となる。又、試食では里芋を焼き芋にして提供。普段食べている里 

芋とは違い、美味しいと驚きの感想となる。今回も、愛知県立大学のインターンシップ生等 

にボランティアとして参加し協力を得る。 

   １１月５日、最終回「食品加工講座（おはぎづくり）」。食育委員長の黒田留美から里芋 

  ともち米の炊飯の仕方を説明後、里芋の皮の剥き方や切り方レクチャー。炊飯後におはぎの 

成型を実施。またアグリスクール一年の振り返り、活動パネルの展示を行う。自分たちで育 

てた里芋や小豆を使用した食育ワークショップ行う事で食育・共育の大切さを伝える。 

（１）開催日及び講師等  

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

  実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第１回 

サトイモおはぎ創り

コース 

畑づくり、植え付け 

(A)2023年(R5) 

4月23日 

(B)日進市本郷町当

会圃場 

(C)4人 

(D)一般市民 

(E)26人 

      180円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第２回 

サトイモおはぎ創り

コース 

管理作業（土寄せ・施

肥など）、植え付け

（サツマイモ苗） 

(A)2023年(R5) 

5月28日 

(B)日進市本郷町当

会圃場 

(C)4人 

(D)一般市民 

(E)21人 

     6,500円 

⑧その他この法

人の目的を達

第３回 

サトイモおはぎ創り

(A)2023年(R5) 

7月16日 

(D)一般市民 

(E)19人 

     5,036円 



資料1 

44 
 

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

コース 

畑づくり、植え付け

（大豆）・管理作業

（土寄せなど） 

(B)日進市本郷町当

会圃場 

(C)4人 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

第４回 

サトイモおはぎ創り

コース 

収穫、試食 

(A)2023年(R5) 

10月22日 

(B)日進市本郷町当

会圃場 

(C)6人 

(D)一般市民 

(E)28人 

         0円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

最終回 

サトイモおはぎ創り

コース 

食品加工講座（おは

ぎづくり） 

(A)2023年(R5) 

 11月5日 

(B)日進市民会館 

  調理実習室 

(C)6人 

(D)一般市民 

(E)28人 

10,247円 

（２）総費用（無償ボランティア ２４人） 

総合計           ２１，９６３円  

（内訳） 

    ・仕入高マルシェ   ４，９５０円    ・仕入高ＮＰＯ ６，９７９円 

    ・車両費       ３，５００円    ・通信運搬費  １，０５０円 

・消耗品       ５，４８４円 

（３）収益 

総合計       ４８２，１５０円 

（内訳） 

     ・事業収益    ４６９，１５０円 

             １３，０００円（５００円×２６人） 

（４）反省点・改善ポイント 

申し込みは前年より増加。２年連続、４年連続の参加者や昨年の米作り体験コースの参加者 

が参加。着実にリピーターは増えている。昨年からの流れとして、家族間での繋がりが出来、 

交流が増えて他家族の小さい子どものお世話をする参加者もいた。 

第３回目は気温が高い中での作業だったので、スタッフが持参したスイカをサプライズで 

提供した所とても喜ばれる。初めて大きなスコップなどを使用する子どもがおり、振り回す 

可能性があったので収穫する際は、グループ毎に適度な距離感が必要。サトイモおはぎは初め 

て実施する事だったが、試作を何度か行い完成。日進ブランドの新たな商品として改善を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）「⑧その他この法人の目的を達成する為に必要な事業／協働事業」 
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事業内容 

ぐるぐるＮＩＳＳＨＩＮまちミル博覧会２０２３（産業振興課事業）のプログラムとし 

て、「完全オーガニックの里芋を収穫して食べよう♪」をＬａ Ｃ Ｌｏ（ラクロ）協力の 

もと開催。 

昨年に引き続き、日進アグリスクールで栽培した里芋を収穫し、圃場で焼き里芋にして提 

供。収穫のレクチャーは食農委員の塩田悦己が担当。今年も里芋の育ちが良く、参加者は一 

株の収穫量の多さに驚き満足した様子。また、アグリスクール受講生家族や産業振興課職員 

も参加し、初めて食する熱々の焼き里芋の美味しさに、子どもから大人まで満足となる。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

  実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（協働事業） 

ぐるぐる 

ＮＩＳＳＨＩＮ 

まちミル博覧会 

２０２３ 

完全オーガニックの

里芋を収穫して食べ

よう♪ 

(A)2023年(R5) 

11月19日 

  14:00～16:00 

(B)日進市本郷町当

会圃場 

(C)6人 

(D)一般市民 

(E)14人 

       0円 

（２）総費用（無償ボランティア ６人） 

総合計              ０円 

（内訳） 

（３）収益 

総合計      １４，５００円 

（内訳） 

・大人      １２，０００円（２，０００円×６人） 

・小中学生     １，０００円（１，０００円×１人） 

・未就学児     １，５００円（  ５００円×３人） 

（４）反省点・改善ポイント 

日進アグリスクールの受講生にも案内し２家族の参加がある。今年は参加者が例年より 

少なく、今後は周知を工夫し、より多くの参加者を募る事が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（カ）「⑧その他この法人の目的を達成する為に必要な事業／その他」 
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事業内容 

日進市立北小学校２年生の生活科「サツマイモを育てる」。 

地域学校協働活動推進員（コーディネーター）を通じて、当法人と地元ボランティア団体 

  「御嶽ボランティア」と共に、北小学校にある放棄地になっていた畑を元に戻し、小学２年

生の生活科の授業として「サツマイモを育てる」授業を担当。６月に植え付け、１０月に収

穫、１１月にふかし芋を２年生全員で食べる共食を行う。完全オーガニックのサツマイモの

生育の流れ、畑の作り方、味の違いを知ると共に、食に対する感謝の気持ちを育む機会とな

る。また通常は無償ボランティアという条件での関わりであるが、貢献度を学校側が評価謝

礼を頂く。 

（１）開催日及び講師等 

事 業 名 

(定款に記載 

した事業) 

具体的な事業内容 

(A) 当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

  実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者

の範囲 

(E)人数 

事業費の額 

（単位：円） 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（その他） 

サツマイモの植え

付け 

(A)2023年(R5) 

6月7日 

8:00～11:30 

(B)北小学校畑 

(C)6人 

(D)日進市立北 

小学校 2年 

生、教員 

(E)約 95人 

       0円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（その他） 

サツマイモの収穫 (A)2023年(R5) 

10月 10日 

8:00～11:30 

(B)北小学校畑 

(C)4人 

(D)日進市立北 

小学校 2年 

生、教員 

(E)約 95人 

       0円 

⑧その他この法

人の目的を達

成するために

必要な事業 

（その他） 

サツマイモの共食、

振り返り 

(A)2023年(R5) 

11月27日 

8:30～11:30 

(B)北小学校家庭科

室・体育館 

(C)3人 

(D)日進市立北 

小学校 2年 

生、教員 

(E)約 96人 

       0円 

（２）総費用（無償ボランティア １３人） 

総合計          ０円  

（内訳） 

（３）収益 

総合計       ０円 

（内訳） 

（４）反省点・改善ポイント 

   実績が出来た事から、来年度以降の学校との連携に繋げる。 
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（２）その他の事業に係る事業 

     ※本年度は実施せず。 

 

■事務局管理費  

１ 総費用  

総合計     ２，４９６，８４７円 

（内訳）   

    管理費の内訳 

     仕入高ＮＰＯ           ７０，３０８円 

印刷製本費（管理）        ２４，１６０円 

通信運搬費（管理）       ４３７，１４９円 

消耗品費 （管理）        ３０，３５６円 

水道光熱費（管理）       ２１９，６４４円 

地代家賃 （管理）     １，０８０，０００円 

賃借料  （管理）         ３，０００円 

広告宣伝費（管理）        １５，６２５円 

  諸 会 費（管理）         ６６，３７５円 

租税公課 （管理）           ６６８円 

支払手数料（管理）       ５４９，５６１円 

減価償却費（管理）             １円 

 

２ 収 益                 

総合計    ４，７４４，０５８円 

  （内訳）   

       正会員受取会費           ７６１，０００円 

団体・企業受取会費            １３０，０００円 

受取入会金              ４，０００円 

       寄附金収入            ３，７０４，５６３円 

              寮                ８０，０００円 

       受取利息                ４５０円 



資料1 

48 
 

       雑 収 益            ６４，０４５円 

 ※次年度以降の事業に対して今年度多大な寄附金を頂いた。 

 

３ 会議の開催に関する事項 

【１】通常総会 

（１） 通常総会 

・開催日時及び場所 

第１５回 通常総会を開催。 

２０２３年(令和５年) ３月２５日 １２:００～１３:３０ 

ウィルあいち セミナールーム１．２ 

会員・一般 ６０人 

(内訳) 当日参加者  ３３人  委任状 ２７人 

（２）総費用（無償ボランティア １０人）         

総合計  ８３，８０４円 

（内訳） 

   ・仕入高ＮＰＯ     ３７，０００円   ・印刷製本費     １３，３３０円 

・旅費交通費       １，５００円   ・通信運搬費     １３，７７４円 

   ・会場賃借料      １８，２００円 

     （会場費、ワイヤレスマイク含む） 

（３）収益  

総合計  １８，０００円 

(内訳） 

《 通常総会 ＆ マザリーアースプロジェクトセミナー 》 

・参加費        １７，０００円（  ５００円×３４人） 

・一般          １，０００円（１，０００円× １人） 

（４）反省点・改善ポイント 

総会開催に向けての段取りが悪かった。先を見通して段取りする。 

マザリーアースプロジェクトセミナー、発表の時間の計画を見直す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 通常総会 
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  通常総会 

  ・開催日時及び場所 

２０２３年(令和５年) ３月２５日 １２:００～１３:３０ 

ウィルあいち セミナールーム１．２ 

・議題 

第一号議案 ２０２２年（令和４年)度 事業報告、決算報告について 

第二号議案 ２０２２年（令和４年)度 監査報告について 

第三号議案 ２０２２年（令和４年)度 寄附金活用報告について 

第四号議案 ２０２３年（令和５年)度 事業計画（案）、活動予算（案）について 

第五号議案 ２０２３年（令和５年)度 理事、監事（案）について 

第六号議案 ２０２３年（令和５年)度 運営組織・人事（案）について 

その他 

 

イ 臨時総会 

  臨時総会 

  ・開催日時及び場所 

２０２３年(令和５年) １０月２９日 １８:００～１８:１５ 

愛知県名古屋市中区千代田２町目１０－１０番地 ２０６号室 

・議題 

第一号議案 ２０２３年(令和５年)度 理事の増員について 

 

【２】理事会 

  ア 理事会 

第１回理事会 

・開催日時及び場所 

２０２３年（令和５年）３月５日 １９：１０～２３：３５ 

鶴舞事務所 

・審議事項 

①第１５回通常総会議案について 

②第１５回通常総会プログラム案について 

③総会資料確認 

④理念継承勉強会について 

⑤その他について 

 

第２回理事会 

・開催日時及び場所 

２０２３年（令和５年）７月９日 ９：００～１２：２０ 

鶴舞事務所 

・審議事項 

①令和６年度地域での食育の推進事業について 

②にっしん夢まつりの出展について 

③日進市困窮事業など店舗について 

④その他について 



資料1 

50 
 

 

第３回理事会 

・開催日時及び場所 

２０２３年（令和５年）９月２４日 １４：００～１４：２０ 

鶴舞事務所 

・審議事項 

①理事の増員について 

 

第４回理事会 

・開催日時及び場所 

２０２３年（令和５年）１２月３０日 １０：００～１８：２０ 

鶴舞事務所 

・審議事項 

①令和６年度事業方針（案）について 

②令和６年度年間スケジュール（案）について 

③令和６年度組織、理事、監事（案）について 

④令和５年度寄附金使用（案）について 

⑤令和６年度各事業部門予算（案）について 

⑥その他について 

 

４ 勉強会の開催に関する事項 

（１）会計勉強会 

・開催日時及び場所 

会計勉強会を開催。 

２０２３年(令和５年) ３月２６日 １０:００～１６:００ 

ウィルあいち セミナールーム３ 

各支部会計担当者 ６人 

（２）総費用（無償ボランティア３人） 

総合計      ２，１００円 

（内訳） 

・賃借料        ２，１００円 

（３）収益  

総合計        ３，０００円 

（内訳） 

・参加費 

・各支部会計担当者    ３，０００円（５００円×６人） 

（４）反省点・改善ポイント 

初めての試みではあったが、必要に応じて随時今後も開催する。 

 


